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〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
V
の
文
学
的
背
景

　
プ
ー
シ
キ
ン
の
韻
文
小
説
『
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ィ
・
オ
．
ネ
ー
ギ
ン
』

は
、
作
者
の
二
十
四
歳
の
誕
生
日
も
真
近
と
い
う
一
八
二
三
年
五

月
九
日
に
創
作
を
開
始
、
以
後
八
年
に
わ
た
り
、
作
者
の
文
単
的

関
心
の
推
移
と
私
生
活
の
変
転
と
を
親
し
く
反
映
し
な
が
ち
徐
々

に
書
き
進
め
ら
れ
、
完
成
を
見
た
作
品
で
あ
る
。
作
中
に
頻
繁
に

見
受
け
ら
れ
る
文
学
者
名
や
作
品
名
、
あ
る
い
は
作
品
の
一
部
引

用
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
か
ら

同
時
代
の
内
外
の
文
学
作
品
に
い
た
る
広
範
な
文
学
の
影
響
を
誇

示
す
る
か
の
よ
う
な
、
文
学
趣
味
性
の
濃
厚
な
作
晶
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
作
者
は
多
く
の
文
学
的
先
例
に
学
び
、
あ
る
い
は
戯

れ
な
が
ら
、
『
ホ
ネ
ー
ギ
ン
』
を
創
り
上
げ
た
。

　
同
時
代
の
ロ
シ
ァ
の
日
常
生
活
を
背
景
に
、
貴
族
の
子
女
の
愛

と
死
の
物
語
が
作
者
の
饒
舌
を
ま
じ
え
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
こ
の

田
　
辺

佐
　
保

子

　
　
　
　
　
．
＾
1
）

「
自
由
奔
放
な
小
説
」
は
、
全
体
が
柔
ら
か
な
色
調
に
つ
つ
ま
れ

た
、
寛
い
だ
、
開
放
的
な
世
界
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
中
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

現
わ
れ
る
女
主
人
公
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
ぱ
か
り
は
例
外
で
、

夜
の
帳
に
つ
つ
ま
れ
た
、
神
秘
な
、
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
と
し
て
、

作
中
で
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

　
こ
の
夢
は
ど
の
よ
う
な
文
学
的
関
心
か
ら
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う

な
文
学
的
先
例
と
の
関
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
作
中

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
夢

を
、
↓
　
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
、
↓
　
B
・
A
・
ジ
ュ
コ
i
フ
ス
キ
イ

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
バ
ラ
ー
ド
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
、
⇔
プ
ー
シ
キ
ン
自
作
の

バ
ラ
ー
ド
『
花
婿
』
と
の
関
連
の
中
に
照
ら
し
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
間
題
を
考
え
て
み
た
い
。
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〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
五
章
は
、
全
体
が
女
主
人
公
タ
チ
ヤ
ー
ナ

の
描
出
に
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
〈
夢
〉
の
含
ま
れ
る
前
半
部
は
民

衆
の
生
活
と
そ
の
文
化
－
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
影
響
が
と
り
わ
け

濃
厚
に
現
わ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
第
五
章
が

作
者
の
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
コ
エ
村
時
代
（
一
八
二
四
年
八
月
か
ら
一

八
二
六
年
九
月
に
い
た
る
二
年
間
）
の
最
後
の
年
、
一
二
十
六
年
に

書
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
時
代
の
作
者
の
生
活
と
文
学
に
お
け

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
か

る
最
も
重
大
な
事
件
が
、
民
衆
生
活
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
の
直
の
、

深
い
接
触
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ぱ
、
自
然
の
成
り

行
き
で
も
あ
っ
た
。
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
は
作
者
の
生
活
と
精
神
の

動
向
を
色
濃
く
反
映
し
な
が
ら
書
き
進
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
第
五
章
は
、
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
コ
エ
時
代
に
お
け
る
プ

ー
シ
キ
ン
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
ヘ
の
傾
倒
と
研
究
の
成
果
が
、
は
や

ぱ
や
と
作
品
に
結
実
し
た
一
例
で
も
あ
っ
た
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
の
創
作
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
の
関
わ
り
は
、
文
学

活
動
の
初
期
か
ら
認
め
ら
れ
る
、
間
題
性
を
含
む
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
文
学
界
へ
の
華
々
し
い
登
場
と
名
声
を
招
来
さ
せ
た
最
初

の
長
篤
叙
事
詩
『
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
』
（
一
八
二
〇
年
）

も
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
題
材
を
求
め
た
作
品
で
あ
り
、
国
民
的
な
文

学
の
創
造
を
切
望
し
た
当
時
の
ロ
シ
ヤ
の
文
挙
界
の
期
待
に
応
え

よ
う
と
し
た
野
心
作
で
あ
っ
た
。
作
晶
は
そ
の
清
新
、
大
胆
な
詩

的
世
界
に
よ
っ
て
文
学
界
の
関
心
を
捜
い
、
新
鮮
な
国
民
的
文
学

と
し
て
認
め
ら
れ
、
成
功
を
お
さ
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
述

さ
れ
た
フ
ォ
i
ク
ロ
ア
を
題
材
に
し
た
知
的
遊
戯
性
の
濃
い
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

作
品
は
、
「
ロ
シ
ヤ
の
精
神
」
と
「
香
り
」
に
乏
し
く
、
そ
の
点

で
作
者
に
多
く
の
課
題
を
残
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
作
者
自
身
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

こ
れ
を
後
に
「
冷
や
か
な
作
品
」
と
呼
ぴ
、
と
く
に
作
中
で
先
輩

の
ロ
マ
ン
主
義
詩
人
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
作
品
を
バ
ロ
デ
ィ
ー

化
し
た
こ
と
を
恥
じ
て
い
た
。

　
つ
づ
く
南
ロ
シ
ヤ
ヘ
の
追
放
時
代
（
一
八
二
〇
年
五
月
－
二

四
年
七
月
）
に
プ
ー
シ
キ
ン
は
各
地
で
異
民
族
に
接
し
て
そ
の
フ

ォ
ー
ク
ロ
ア
（
主
と
し
て
歌
謡
）
を
直
接
に
知
り
、
創
作
に
取
り

込
む
よ
う
に
な
る
。
ロ
マ
ン
主
義
的
叙
事
詩
（
『
コ
ー
カ
サ
ス
の

捕
虜
』
『
盗
賊
の
兄
弟
』
『
バ
フ
チ
サ
ラ
イ
の
泉
』
『
ジ
プ
シ
ー
』
）

に
は
特
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
諸
民
族
の
フ
ォ

ー
ク
ロ
ァ
に
霊
感
を
仰
い
だ
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
及
ぴ
ロ
シ
ヤ
の

ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
趨
勢
と
無
縁
で
は
な
く
（
こ
の
頃
プ
ー
シ
キ

ン
は
バ
イ
ロ
ン
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
）
、
異
国
趣
味
の
色
合
い
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を
少
な
か
ら
ず
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
解
放
思
想
の
体

現
者
を
ロ
シ
ヤ
の
歴
史
や
史
謡
に
求
め
、
こ
れ
を
作
品
の
主
人
公

と
し
た
未
来
の
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
達
の
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
は
、
プ

ー
シ
キ
ン
に
ス
チ
ェ
ン
カ
ニ
フ
ー
ジ
ン
の
史
謡
や
ロ
シ
ヤ
史
へ
の

関
心
を
よ
ぴ
さ
ま
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
新
た
に
プ
ー
シ
キ
ン
の
身
に
ふ
り
か
か

っ
た
災
禍
　
　
中
部
ロ
シ
ヤ
の
一
寒
村
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
コ
エ
蟄
居

と
い
う
事
態
が
、
プ
ー
シ
キ
ン
を
ロ
シ
ヤ
の
フ
才
ー
ク
ロ
ァ
の
宝

庫
の
発
見
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
・
…
：
夜
は
お
伽
話
を
聞
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
呪
う
べ
き
わ

が
教
育
の
欠
陥
の
埋
め
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
お
伽
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
　
’
　
1
〒

の
魅
カ
的
な
こ
と
！
　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
叙
事
詩
だ
。
」
（
一
八
二

四
年
十
一
月
前
半
、
弟
レ
フ
宛
の
手
紙
）

　
「
…
・
：
夜
に
は
ぽ
く
の
乳
母
－
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
乳
母
の
原
型

で
す
1
か
ら
、
お
伽
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
」
（
同
年
十
二
月
九

日
付
、
凪
・
M
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
宛
の
手
紙
）

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
四
章
に
お
い
て
も
こ
の
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
も

母
ア
リ
ー
ナ
．
ロ
ジ
オ
ー
ノ
ヴ
ナ
を
、
「
わ
が
青
春
の
伴
侶
、
年

老
い
た
乳
母
」
と
紹
介
し
、
同
女
か
ら
聞
い
た
こ
れ
ら
の
民
話
の

う
ち
七
話
を
書
き
と
め
、
そ
の
う
ち
の
一
話
を
ほ
ど
な
く
『
ル
ス

ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
』
の
プ
ロ
ロ
「
グ
に
用
い
、
数
年
後
に
は

　
　
　
　
＾
5
〕

三
話
を
民
話
詩
の
題
材
に
使
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
プ
ー
シ
キ
ン
は
種
々
の
歌
謡
の
採
集
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
や
が
て
C
・
A
・
ソ
ボ
レ
ー
7
ス
キ
イ
と
と
も
に
民
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

集
の
刊
行
を
企
て
、
学
術
的
な
プ
ラ
ン
さ
え
組
む
に
い
た
る
が
、

こ
の
計
画
は
実
現
せ
ず
、
蒐
集
さ
れ
た
歌
謡
は
一
八
三
三
年
に
、

民
謡
集
刊
行
の
準
備
を
し
て
い
た
H
・
B
・
キ
レ
エ
フ
ス
キ
イ
の

手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
蒐
集
さ
れ
た
歌
謡
は
五
十
篇

を
越
え
、
史
謡
、
バ
ラ
ー
ド
、
儀
礼
歌
（
婚
礼
歌
）
、
非
儀
礼
歌
等
、

多
彩
な
内
容
を
そ
な
え
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
幾
篇
か
は
プ
ー
シ

キ
ン
の
作
品
に
直
接
、
間
接
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
歴
史
的
、
社
会
的
背

景
に
も
関
心
を
は
ら
い
、
民
衆
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
生
活
風
習
、

種
々
の
儀
礼
等
を
詳
し
く
観
察
し
て
い
る
。
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
に

お
け
る
地
主
貴
族
ラ
ー
リ
ン
家
の
古
風
な
生
活
習
慣
の
叙
述
や
、

第
五
章
の
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
風
習
の
叙
述
に
は
、
そ
の
成
果
の
一

端
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
近
辺
の
定
期
市
に
も
通
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
階
層

の
民
衆
の
生
活
や
文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
、
民
衆
の
言
語
表
現
の
豊

か
さ
に
強
い
関
心
を
向
け
た
。
そ
う
し
た
民
衆
の
言
葉
が
創
作
に

塊



‘
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生
か
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
第
五
章
の
〈
タ
チ
ヤ
ー

ナ
の
夢
〉
に
お
け
る
氏
衆
語
に
よ
る
詩
句
を
非
難
し
た
批
評
家
へ

の
反
駁
の
草
稿
に
は
、
民
衆
の
言
葉
に
大
い
に
学
ぶ
よ
う
に
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
フ
〕

勧
告
が
熱
を
込
め
て
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
と
の
直
接
的
な
深
い
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
、
プ

ー
シ
キ
ン
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
文
学
性
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
に

な
り
、
文
学
の
国
民
性
に
関
す
る
考
え
も
一
層
の
深
ま
り
を
見
せ

た
。
「
気
侯
風
土
、
統
治
形
態
、
信
仰
が
各
国
民
に
特
有
の
相
貌

を
付
与
し
、
そ
れ
は
多
か
れ
少
な
か
れ
詩
の
鏡
に
反
映
さ
れ
る
。

も
っ
ぱ
ら
あ
る
国
民
に
だ
け
属
す
る
思
考
・
感
覚
様
式
が
あ
り
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
風
俗
、
伝
統
的
信
仰
、
習
慣
が
数
知
れ
ず
あ
る

　
　
　
＾
8
）

の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
に
は
民
衆
の

生
活
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
の
研
究
の
成
果
が
次
第
に
豊
か
に
注
ぎ
込

ま
れ
て
ゆ
き
、
作
品
の
成
否
に
関
わ
る
根
源
的
な
影
響
力
を
発
揮

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
主
人
公
オ
ネ
ー
ギ

ン
に
拮
抗
し
う
る
存
在
と
し
て
の
女
主
人
公
、
田
舎
令
嬢
タ
チ
ヤ

ー
ナ
の
人
間
像
の
創
造
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
は
単
な
る
装
飾
的
要
素
と
し
て
で
は
な
く
、
作
品
全
体
を

決
定
す
る
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
に
導
入
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
の
序
詞
は
作
品
の
筋
立
て
が
ほ
ぼ
決
定
さ
れ

た
、
第
六
章
の
完
成
後
に
書
か
れ
、
第
四
、
第
五
章
と
と
も
に
発

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
作
品
の
紹
介

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
「
半
ぱ
お
道
化
た
、
半
ば
悲
し
い
、

　
　
民
衆
的
に
し
て
理
想
的
な
、

　
　
色
と
り
ど
り
の
章
の
集
ま
り
－
－
・
」

　
対
照
関
係
を
基
本
原
理
と
し
て
展
開
す
る
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
の

物
語
は
、
高
い
自
意
識
を
そ
な
え
た
貴
族
の
青
年
男
女
を
主
人
公

に
据
え
な
が
ら
、
国
民
生
活
の
広
い
領
域
－
民
衆
的
な
泄
界
か

ら
理
想
的
な
世
界
ま
で
、
田
舎
地
主
の
食
卓
か
ら
都
会
貴
族
の
書

棚
ま
で
ー
を
お
お
う
物
語
に
な
っ
て
い
っ
た
。
作
中
で
、
そ
の

両
方
の
世
界
に
相
渉
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
が
女
主
人
公
タ

チ
ヤ
ー
ナ
で
あ
る
。
一
方
、
主
人
公
オ
ネ
ー
ギ
ン
は
民
衆
的
な
世

界
と
は
無
縁
な
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
民
衆
的
世
界
と
フ
ォ

ー
ク
ロ
ア
は
、
も
っ
ぱ
ら
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
人
と
生
活
環
境
と
に
関

わ
り
な
が
ら
作
中
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
タ
チ
ヤ
ー
ナ
像
に
民
衆
的
性
椿
の
付
与
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

こ
と
は
、
作
者
に
よ
る
名
前
の
説
明
（
タ
チ
ヤ
ー
ナ
と
い
う
名
前
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は
今
や
「
昔
の
こ
と
」
や
「
女
中
部
屋
」
を
連
想
さ
せ
る
と
い

う
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
O
・
H
・
グ
レ
ー
チ
ナ
に
よ
れ

ぱ
、
窓
辺
に
坐
っ
た
婆
で
の
度
々
の
登
場
も
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

お
け
る
娘
の
姿
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た

タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
生
い
育
っ
た
ラ
ー
リ
ン
家
は
、
そ
の
名
前
が
民
衆

の
生
活
に
身
近
な
家
具
で
あ
る
保
存
用
大
箱
、
ラ
ー
リ
を
連
想
さ

せ
、
事
実
、
農
民
の
生
活
と
縁
が
深
く
、
民
衆
的
生
活
の
伝
統
を

墨
守
し
保
存
す
る
大
箱
の
よ
う
な
地
主
貴
族
の
一
家
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
家
庭
に
あ
っ
て
タ
チ
ヤ
ト
ナ
は
、
フ
ヲ
ン
ス
語

の
小
説
（
特
に
感
情
主
義
の
小
説
）
や
、
夢
想
や
、
自
然
に
強
く

惹
か
れ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
性
格
に
よ
っ
て
、
「
よ
そ
の
家
の
子

　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

の
よ
う
に
見
え
る
」
。
し
か
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
小
説
に
心

酔
し
、
オ
ネ
ー
ギ
ン
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
ラ
ヴ
レ
タ
ー
を
書
く
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

娘
は
、
「
心
底
か
ら
ロ
シ
ヤ
娘
」
で
も
あ
る
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

性
椿
と
民
衆
的
な
性
椿
と
は
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
人
樒
に
お
い
て
融
合

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
が
単
に
民
衆
的
な
性
樒
し
か

そ
な
え
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ぱ
、
オ
ネ
ー
ギ
ン
ヘ
の
高
遭
な
精
神

性
を
秘
め
た
恋
愛
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
わ
れ
ら
に
恋
愛
を
教
え
る
の
は
自
然
に
あ
ら
ず
し
て
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

　
　
タ
ー
ル
夫
人
、
は
た
ま
た
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
・
…
：
」

　
と
、
第
；
早
の
草
稿
に
も
あ
る
よ
う
に
、
恋
愛
に
は
文
化
の
教

唆
が
つ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
レ
か
し
、
タ
チ
ャ
ー
ナ
の
オ
ネ

ー
ギ
ン
ヘ
の
手
紙
に
は
愛
読
書
、
例
え
ぱ
ル
ソ
ー
の
『
新
エ
ロ
イ

ー
ズ
』
の
影
響
と
な
ら
ん
で
、
民
衆
的
な
恩
考
も
灰
見
え
て
い
る
。

正
真
正
錦
の
民
衆
で
あ
る
乳
母
が
タ
チ
ヤ
ー
ナ
に
語
る
、
乳
母
自

身
の
結
婚
の
根
底
に
あ
る
、
義
務
と
し
て
の
結
婚
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

　
ま
た
オ
ネ
ー
ギ
ン
の
返
事
を
聞
く
直
前
の
、
運
命
の
決
定
を
待

つ
苦
し
い
時
に
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
に
聞
え
て
く
る
の
は
、
薔
を
つ
む

農
家
の
娘
た
ち
の
歌
う
氏
謡
風
の
歌
で
あ
る
。
婚
礼
拝
情
歌
に
倣

っ
た
こ
の
歌
は
異
性
へ
の
軽
い
戯
れ
を
歌
っ
て
お
り
、
タ
チ
ヤ
ー

ナ
の
深
刻
な
恋
愛
を
相
対
化
し
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
心
を
慰
撫
す
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
は
こ
の
歌
を
「
聞
く
と
も
な
し

　
　
　
　
＾
M
〕

に
聞
い
て
い
る
」
と
薔
か
れ
て
い
る
。
こ
の
情
景
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
小
説
の
読
書
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
形
の
読
書
、
す
な

わ
ち
、
ロ
シ
ヤ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
の
受
容
が
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
日
常

生
活
に
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
は
無
意
識
の

う
ち
に
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
心
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
は
全
体
が
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
描
出
に
当
て
ら
れ
、
前
半
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
は
主
と
し
て
そ
の
私
的
相
貌
が
、
後
半
部
で
は
名
の
日
の
集
い

μ
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に
お
け
る
公
的
相
貌
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ

の
夢
〉
を
含
む
前
半
部
は
、
「
な
ぜ
と
は
自
分
で
も
わ
か
ら
ぬ
な

が
ら
、
心
底
か
ら
ロ
シ
ヤ
娘
で
あ
る
」
こ
の
女
主
人
公
の
民
衆
的

世
界
と
の
親
密
な
関
係
が
、
も
っ
と
も
具
体
的
に
ま
た
詩
的
に
表

現
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
は
ロ
シ
ヤ
が
最
も
ロ
シ
ヤ

ら
し
く
な
る
冬
の
、
初
雪
を
か
ぶ
っ
た
大
地
の
光
景
に
心
を
と
き

め
か
せ
、
大
地
に
根
付
く
民
衆
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
言
い
伝
え

－
さ
ま
ざ
ま
な
予
兆
1
を
信
じ
、
民
間
の
風
習
－
ス
ヴ
ヤ

ー
ト
キ
の
占
い
ー
に
参
加
す
る
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
主
顕
節
（
一
月
六
日
）
前
日
ま
で
の
十
二
日

間
に
わ
た
る
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
は
、
古
い
ロ
シ
ャ
の
異
教
的
信
仰
の

名
残
り
を
と
ど
め
る
民
衆
の
冬
の
祭
日
期
間
で
あ
り
、
来
た
る
べ

き
年
の
豊
作
と
多
産
を
祈
念
す
る
、
農
民
に
と
っ
て
最
大
の
祭
日

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
は
、
子
孫
繁
栄
の
礎
と
し
て
の

結
婚
の
準
備
期
間
で
も
あ
り
、
青
年
男
女
が
祭
り
の
主
体
と
な
っ

て
、
仮
装
や
種
々
の
占
い
等
の
伝
統
的
風
習
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
）

作
中
で
は
仮
装
の
風
習
に
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
ず
、
娘
た
ち
の
行
う

未
来
の
運
命
の
占
い
が
、
神
秘
に
惹
か
れ
る
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
気
質

と
心
理
状
態
と
に
適
っ
た
風
習
と
し
て
、
詳
細
に
描
き
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
に
は
、
作
者
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
研
究
の

成
果
が
直
接
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ

の
夢
V
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
果
が
夢
と
い
う
表
現
形
式
へ
の
再

創
造
と
い
う
複
雑
な
過
程
を
経
て
、
大
き
く
豊
か
な
結
実
を
見
せ

て
い
る
。

　
タ
チ
ヤ
ー
ナ
が
枕
元
に
鏡
を
し
の
ぱ
せ
、
帯
を
解
い
て
床
に
つ

く
と
い
う
描
写
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
夢
は
ス
ヴ
ヤ
ー

ト
キ
に
行
わ
れ
る
種
々
の
占
い
の
う
ち
で
最
も
危
険
と
さ
れ
る
、

単
独
で
行
う
夢
占
い
の
結
果
、
見
る
夢
で
あ
る
。

　
こ
の
夢
の
構
想
全
体
に
確
実
に
影
響
を
与
え
た
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ

と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
二
つ
の
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

一
つ
は
、
B
・
兄
・
プ
ロ
ヅ
プ
の
分
類
に
よ
る
〈
森
の
家
〉
を
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

に
合
む
類
い
の
魔
物
民
話
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
歌
謡
－
婚
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

歌
の
一
種
、
花
嫁
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
泣
き
歌
1
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
の
影
響
は
、
イ
メ
ー
ジ
や
諸
形
象
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
筋
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
V
の
筋
と
〈
森
の
家
〉
の
型
に
属
す
る
民

話
と
の
類
似
性
を
、
歌
謡
と
の
関
連
も
含
め
て
整
理
す
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
1
、
主
人
公
（
タ
チ
ヤ
ー
ナ
）
が
日
常
世
界
か
ら
非
日
常
世
界

（
森
）
へ
移
動
す
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。
両
世
界
の
境

幼
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い
目
に
あ
る
川
を
渡
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
歌
謡
に
お
い
て
は

結
婚
あ
る
い
は
死
の
象
徴
と
し
て
現
わ
れ
、
渡
し
手
と
し
て
の
熊

は
、
民
話
に
お
い
て
は
森
の
精
の
分
身
、
歌
謡
に
お
い
て
は
婚
礼

の
仲
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
に
な
う
。

　
2
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
連
れ
て
行
か
れ
る
森
の
家
が
妖
怪
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ

は
盗
賊
の
巣
窟
の
よ
う
に
見
え
、
オ
ネ
ー
ギ
ン
を
主
人
と
仰
ぐ
原

始
共
同
体
的
な
様
相
を
呈
し
、
家
来
で
あ
る
妖
怪
（
悪
魔
）
た
ち

が
不
具
な
存
在
で
あ
る
こ
と
。

　
3
、
そ
こ
に
女
性
（
タ
チ
ヤ
ー
ナ
）
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
后
じ

て
動
き
（
妖
怪
た
ち
の
騒
ぎ
）
が
生
じ
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
が
主
人
オ

ネ
ー
ギ
ン
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
4
、
森
の
家
に
お
け
る
タ
チ
ヤ
ー
ナ
と
オ
ネ
ー
ギ
ン
の
動
作
は
、

婚
礼
に
お
け
る
花
嫁
と
花
婿
の
そ
れ
と
褒
返
し
の
関
係
に
あ
る
。

　
5
、
オ
ネ
i
ギ
ン
に
よ
る
レ
ン
ス
キ
イ
の
殺
害
は
、
盗
賊
に
よ

る
娘
の
兄
弟
の
殺
害
と
重
な
る
。
（
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
意
識
に
お
い

て
、
レ
ン
ス
キ
イ
は
兄
弟
で
あ
る
。
）

　
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
見
る
夢
に
民
話
（
特
に
魔
物
民
語
）
の
濃
い
影

が
さ
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
が
「
冬
の
闇
夜
の

怪
談
」
に
心
惹
か
れ
る
と
い
う
記
述
（
第
二
章
2
7
連
）
に
照
ら
し

て
も
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。

　
夢
の
筋
は
ま
た
、
婚
礼
歌
の
う
ち
で
最
も
拝
情
性
の
濃
い
花
嫁

の
泣
き
歌
の
な
か
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
不
吉
な
夢
と
も
、
あ
る

程
度
重
な
り
合
う
。
プ
ー
シ
キ
ン
は
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
を
書

く
以
前
に
、
パ
ラ
ー
ド
『
花
婿
』
に
お
け
る
婚
礼
の
場
面
に
、
夢

を
合
む
泣
き
歌
の
形
式
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
泣
き
歌
の
夢
を
知

っ
て
い
た
こ
と
は
疑
間
の
余
地
が
な
い
。
妹
オ
リ
ガ
の
結
婚
を
目

前
に
し
、
オ
ネ
ー
ギ
ン
ヘ
の
恋
愛
感
情
を
抱
く
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
ス

ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
夢
に
、
花
嫁
の
夢
の
影
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、

心
理
的
に
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢

は
そ
の
現
実
性
に
お
い
て
も
、
ま
た
個
性
的
、
具
体
的
な
内
容
に

お
い
て
も
、
儀
礼
歌
で
あ
る
花
嫁
の
歌
の
中
の
夢
の
も
つ
虚
構
性

や
非
個
性
的
内
容
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。

　
泣
き
歌
の
夢
の
内
容
は
、
例
え
ぱ
、
花
嫁
が
い
ろ
い
ろ
な
動
物

の
寄
り
集
う
森
の
小
屋
に
た
ど
り
着
き
、
恐
ろ
し
い
思
い
を
す
る

と
い
う
も
の
、
あ
る
い
は
遠
い
土
地
に
行
き
、
鷲
が
白
鳥
に
襲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

・
か
か
る
様
を
見
た
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
花
嫁
は
夢
の
内
容
を

初
め
は
象
徴
的
に
、
つ
づ
い
て
そ
の
象
徴
を
解
き
明
か
し
な
が
ら

（
例
え
ば
、
森
の
小
屋
は
嫁
入
り
先
の
家
、
動
物
は
そ
の
家
族
、

鷲
は
花
婿
、
白
鳥
は
花
嫁
と
い
う
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
）
歌

＾
2
0
）い

、
自
分
を
嫁
に
や
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

狛
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F
．
A
．
グ
＝
－
フ
ス
キ
イ
は
、
北
方
に
伝
わ
る
泣
き
歌
の
中

か
ら
、
夢
の
筋
の
細
部
が
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
に
非
常
に
似
通

っ
た
も
の
さ
え
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
プ
ー
シ
キ
ン
に
よ
り
プ

ス
コ
フ
周
辺
で
採
築
さ
れ
た
歌
謡
が
北
方
の
そ
れ
と
重
な
る
こ
と

を
指
摘
し
、
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
が
こ
う
し
た
泣
き
歌
の
夢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

基
礎
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー

ク
ロ
ァ
の
影
響
を
一
つ
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
す
る
必
要
性
は
な
い
の

で
あ
っ
て
、
粒
き
歌
の
夢
に
は
乏
し
い
叙
事
性
、
物
語
性
が
、
魔

物
民
話
で
補
わ
れ
て
い
よ
う
と
一
向
に
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

民
話
も
歌
謡
も
発
生
的
に
は
民
間
儀
礼
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、

プ
回
ヅ
プ
の
説
く
よ
う
に
、
〈
森
の
家
〉
を
筋
に
含
む
民
話
は
、

大
昔
に
、
非
日
常
的
な
場
所
、
例
え
ぱ
森
な
ど
で
行
わ
れ
た
男
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂
）

の
成
人
儀
礼
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
婚
礼
は
生

家
を
出
て
婚
家
に
嫁
入
り
す
る
花
嫁
が
主
体
と
な
る
儀
礼
で
あ
り
、

女
子
の
成
人
儀
礼
と
見
る
な
ら
ぱ
、
花
嫁
の
泣
き
歌
に
現
わ
れ
る

不
音
な
夢
が
、
〈
森
の
家
〉
の
型
の
民
話
と
似
通
っ
て
い
て
も
不

恩
議
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
成
人
儀
礼
は
、
共
同
体
の
成
員

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
べ
き
参
加
者
に
、
死
と
再
生
の
過
程
を
経

験
さ
せ
る
。
花
嫁
の
不
吉
な
夢
に
見
ら
れ
る
死
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

こ
の
儀
礼
に
お
け
る
仮
の
死
と
重
な
り
合
う
。
プ
ー
シ
キ
ン
は
、

フ
才
ー
ク
ロ
ァ
に
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
を
越
え
て
認
め
ら
れ
る
、
成

人
儀
礼
に
底
流
す
る
死
と
再
生
の
元
型
的
恩
考
の
芸
術
的
反
映
を
、

〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
に
も
再
現
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

・
つ
o

　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
は
、
フ
才
ー
ク
ロ
ア
に
見
受
・
け
ら
れ
る

こ
の
よ
う
な
時
代
や
個
人
を
越
え
た
元
型
的
思
考
の
芸
術
的
表
現

と
重
な
る
一
方
で
、
極
め
て
個
人
的
、
具
体
的
な
様
相
を
も
呈
し

て
い
る
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
人
間
が
登
場
し
、

夢
全
体
が
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ

の
情
念
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
昼
の
世
界
の
理
性
の
抱
東
か
ら
解
．

放
さ
れ
た
心
の
描
き
出
す
夢
は
、
文
明
の
衣
裳
を
着
け
ぬ
裸
形
の

人
間
の
姿
を
示
す
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
は
オ
ネ
ー
ギ
ン
を
見
る
と
愛
し

さ
に
恐
怖
を
忘
れ
、
オ
ネ
ー
ギ
ン
は
タ
チ
ヤ
ー
ナ
に
欲
望
を
抱
き
、

そ
の
妨
げ
と
な
る
レ
ン
ス
キ
イ
を
殺
害
す
る
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
恩
い
出
さ
れ
る
の
は
、
第
三
章
で
触
れ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

い
る
「
悪
の
主
人
公
の
勝
ち
誇
る
」
、
流
行
の
ロ
マ
ン
主
義
の
暗

黒
作
品
群
で
あ
る
。
「
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ュ
i
ズ
の
子
に
な
る
夢
物

＾
以
）

語
」
の
主
人
公
た
ち
は
、
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
吸
血
鬼
等
の
、
民

間
伝
説
の
悪
魔
的
主
人
公
た
ち
が
、
近
代
的
、
個
入
的
趣
向
の
も

と
に
作
品
に
再
生
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
　
仰
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は
、
オ
ネ
ー
ギ
ン
が
本
質
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
悪
の
主
人
公

た
ち
ー
成
人
儀
礼
の
仮
死
状
態
か
ら
脱
け
出
し
て
い
な
い
半
成

人
た
ち
1
と
も
類
縁
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
か
る
み
に
出
し
て

い
る
。
事
実
、
こ
の
夢
に
は
フ
㌻
ー
ク
ロ
ア
の
他
に
ロ
マ
ン
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
〕

の
暗
黒
小
説
の
影
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
オ
ネ
ー
ギ
ン
を

取
り
ま
く
妖
怪
の
描
写
に
は
、
内
外
の
民
衆
芸
術
や
ロ
マ
ン
主
義

の
芸
術
に
表
現
さ
れ
た
デ
モ
ノ
ロ
ジ
ー
的
世
界
の
影
響
の
可
能
性

が
し
ぱ
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
り
・
M
…
・
・
ロ
ト
マ
ン
の
註
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
）

は
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。
絵
画
と
し
て
は
、

　
1
、
ロ
シ
ヤ
の
民
衆
版
画
ル
ポ
ー
ク
の
『
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
を

誘
惑
す
る
悪
鬼
た
ち
』
　
　
．

　
2
、
同
題
の
ボ
ヅ
シ
ュ
、
ム
リ
ー
リ
ョ
の
絵
。

　
書
物
と
し
て
は
、

　
1
、
十
八
世
紀
ロ
シ
ヤ
の
民
俗
研
究
家
M
・
八
・
チ
ニ
ル
コ
フ

の
著
作
に
お
け
る
悪
魔
に
関
す
る
記
述
。

　
2
、
カ
ゾ
ヅ
ト
の
小
説
『
恋
す
る
悪
魔
』

　
3
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
中
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
の

場
面
（
プ
ー
シ
キ
ン
は
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
『
ド
イ
ツ
論
』
の
中
の

再
話
で
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
）
。

　
4
、
グ
リ
ボ
エ
ー
ド
フ
の
喜
劇
『
知
恵
の
悲
し
み
』
（
一
八
二

四
年
）
に
お
け
る
ソ
フ
ィ
ヤ
の
夢
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
リ
ァ
リ
ズ
ム
を
基
調
と
す
る
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』

に
お
い
て
、
ロ
マ
ン
主
義
の
暗
黒
文
学
の
闇
の
光
芒
の
世
界
を
、

〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
と
い
う
枠
の
中
に
取
り
込
ん
だ
。
こ
の
夢

は
、
個
人
の
心
の
深
層
と
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
反
映
さ
れ
た
民
族

の
心
の
深
層
と
を
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
様
式
で
融
合
さ
せ

て
表
現
し
、
作
品
の
奥
行
を
著
し
く
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
デ
モ
ノ
ロ
ジ
ー
と
も
接
触
す
る
夜
の
世
界
を
夢
と
い

う
枠
に
、
そ
れ
も
土
俗
的
な
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
夢
占
い
の
夢
と
い

う
設
定
に
封
じ
込
め
る
と
い
う
構
想
自
体
は
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
独

創
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
は
先
例
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ

の
前
ロ
マ
ン
派
の
文
学
に
感
応
し
た
B
・
A
・
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ

イ
の
バ
ヲ
ー
ド
『
ス
ヴ
ェ
ト
ヲ
ー
ナ
』
（
一
八
一
二
年
）
が
そ
れ

で
あ
る
。

一
一
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
と

『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』

　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
が
、
プ
ー
シ
キ
ン
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

最
も
敬
愛
し
、
関
心
を
向
け
て
い
た
先
輩
詩
人
、
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス

キ
イ
の
バ
ラ
ー
ド
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
は
、
作
中
で
も
度
々
強
調
さ
れ
て
い
る
。
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢

姻



（49）　〈タチヤーナの夢〉の文学的背景

占
い
に
際
し
て
、
ス
プ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
見
る
悪
夢
が
引
き
合
い
に

出
さ
れ
（
第
五
章
1
0
連
）
、
ま
た
こ
の
夢
を
中
心
と
す
る
第
五
章

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
エ
ビ
グ
ラ
フ
「
お
お
、
お
ま
え
、
私
の
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
よ
、

こ
の
恐
ろ
し
い
夢
ど
も
を
知
る
こ
と
な
か
れ
」
も
、
『
ス
ヴ
ェ
ト

ラ
ー
ナ
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
女
主
人
公
が
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
夢
占
い
で
恐

ろ
し
い
夢
を
見
る
と
い
う
設
定
を
、
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
か
ら

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
借
り
て
い
る
。
し
か
し
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
こ

の
ロ
マ
ン
主
義
の
バ
ラ
ー
ド
の
麹
惑
的
な
先
例
に
霊
感
を
授
か
り

な
が
ら
も
、
自
作
に
お
い
て
こ
れ
に
批
評
的
に
呼
応
し
、
独
自
の

展
開
を
行
っ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
前
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
詩
人
、
G
・
A
・
ビ
ュ
ル
ガ

ー
の
バ
ラ
ー
ド
『
レ
ノ
ー
レ
』
（
一
七
七
四
年
）
を
自
由
に
改
作

し
た
『
ス
ヴ
ェ
ト
ヲ
ー
ナ
』
は
、
ロ
シ
ヤ
の
民
族
色
に
色
彩
ら
れ

た
バ
ラ
ー
ド
と
し
て
、
ロ
シ
ヤ
の
文
単
界
に
ロ
マ
ン
主
義
の
新
風

の
到
来
を
決
定
的
に
印
象
づ
け
た
記
念
碑
的
な
作
品
で
あ
る
。
ジ

㌧
コ
ー
フ
ス
キ
イ
は
既
に
一
八
O
八
年
に
、
同
じ
『
レ
ノ
ー
レ
』

の
翻
案
で
あ
る
バ
ラ
ー
ド
『
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
』
を
発
表
し
、
好
評

を
は
く
し
て
い
た
が
、
筋
を
大
胆
に
改
変
し
て
、
民
族
的
色
調
の

い
っ
そ
う
の
浸
透
を
図
っ
た
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
が
も
た
ら
し

た
成
功
の
華
や
か
さ
と
影
響
カ
の
大
き
さ
は
、
椿
段
の
も
の
が
あ

　
＾
η
〕

つ
た
。

　
バ
ラ
ー
ド
は
中
世
に
生
ま
れ
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ

ツ
の
詩
人
に
よ
り
新
生
し
た
拝
情
的
叙
事
詩
で
あ
り
、
伝
説
、
史

実
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
題
材
（
と
く
に
デ
モ
ノ
ロ
ジ
ー
に
接
す
る

も
の
）
を
民
衆
的
表
現
に
よ
り
歌
い
、
民
族
色
と
民
衆
的
精
神
が

色
濃
く
発
揮
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
奇
蹟
、
神
秘
、
恐
怖
が

盛
り
込
ま
れ
る
の
が
習
い
で
、
結
末
に
劇
的
な
急
転
を
伴
う
筋
の

も
の
が
多
い
。

　
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
『
レ
ノ
ー
レ
』
は
、
ド
イ
ツ
の
民
謡
に
伝
わ
る

中
世
の
伝
説
「
死
者
と
の
結
婚
」
を
趨
材
に
し
た
バ
ラ
ー
ド
で
あ

る
。
あ
ら
筋
は
－
女
主
人
公
レ
ノ
ー
レ
が
悪
夢
か
ら
目
覚
め
、

戦
争
か
ら
戻
ら
ぬ
恋
人
の
身
を
案
じ
、
悲
嘆
の
あ
ま
り
、
神
を
呪

主
言
葉
を
口
に
す
る
。
夜
半
、
そ
の
恋
人
が
騎
馬
姿
で
現
わ
れ
、

レ
ノ
ー
レ
を
誘
い
出
す
。
二
人
を
乗
せ
た
馬
が
墓
場
に
着
く
や
、

恋
人
は
骸
骨
と
化
し
、
レ
ノ
ー
レ
は
神
の
懲
罰
の
言
葉
を
耳
に
し

つ
つ
、
死
の
新
床
に
就
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
吸
血
鬼
文
学
の
系
統
に
も
列
せ
ら
れ
る
、
凄
絶
な
闇

の
魅
惑
に
み
ち
た
こ
の
バ
ラ
ー
ド
を
、
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
は
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肇

福
な
結
末
の
婚
礼
頒
歌
へ
と
改
作
し
た
。
舞
台
は
ロ
シ
ヤ
、
時
は

49
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ス
ブ
ヤ
ー
ト
キ
の
最
終
日
の
晩
と
設
定
さ
れ
、
女
主
人
公
の
遭
遇

す
る
恐
怖
は
夢
と
い
う
枠
の
中
に
囲
い
込
ま
れ
、
超
自
然
的
世
界

は
日
常
世
界
へ
移
し
か
え
ら
れ
た
。

　
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
夢
占
い
に
よ
り
、
消
恩
の
知
れ
ぬ
恋
人
の
身
．

の
上
を
占
う
女
主
人
公
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
前
に
当
の
恋
人
が
現

わ
れ
、
馬
穣
で
婚
礼
へ
誘
う
。
吹
雪
の
中
を
小
屋
に
た
ど
り
着
く

と
、
そ
こ
に
安
置
さ
れ
た
枢
の
中
の
死
者
が
、
一
瞬
ス
ヴ
ェ
ト
一
フ

ー
ナ
を
に
ら
み
つ
け
る
。
そ
の
死
者
が
恋
人
で
あ
る
と
気
づ
い
た

と
た
ん
に
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
i
ナ
は
目
覚
め
、
悪
夢
を
見
て
い
た
こ
と

を
知
る
。
折
し
も
朝
目
に
輝
く
雪
原
を
馬
橦
を
駆
っ
て
展
っ
て
く

る
恋
人
の
元
気
な
姿
が
見
え
る
。
．
ー
こ
れ
が
、
そ
の
あ
ら
筋
で

あ
る
。

　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
の
タ
チ
ヤ
ー
ナ
像
が
、
北
方
的
な
憂
愁
と
内

面
性
を
そ
な
え
、
愛
に
心
を
痛
め
る
ロ
シ
ヤ
娘
、
ス
ブ
ェ
ト
ラ
ー

ナ
に
詩
的
霊
感
を
仰
い
だ
こ
と
は
、
作
中
で
オ
ネ
ー
ギ
ン
に
タ
チ

ヤ
ー
ナ
の
こ
と
を
説
明
す
る
レ
ン
ス
キ
イ
の
台
詞
か
ら
も
容
易
に

察
せ
ら
れ
る
。
「
ほ
ら
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
よ
う
に
／
悲
し
気

に
、
黙
っ
て
い
て
、
／
入
っ
て
く
る
な
り
窓
辺
に
坐
っ
た
あ
の
娘

だ
よ
。
」
（
第
三
章
5
連
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
才
能
が
両
主
人
公
の
相
違
の

創
出
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
歴
然
た
る
事
実
で
あ
る
。
先
に

も
触
れ
た
、
女
主
人
公
へ
の
タ
チ
ヤ
ー
ナ
と
い
う
命
名
は
、
何
よ

り
も
こ
の
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
と
い
う
命
名
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。

実
在
す
る
、
古
風
で
、
野
暮
っ
た
い
、
民
衆
的
な
名
前
で
あ
る
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
）

チ
ヤ
ー
ナ
と
異
な
り
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
は
聖
者
名
に
も
無
い
、

古
き
ロ
シ
ヤ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
的
彩
り
を
に
な
わ
さ
れ
た
、
詩
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

な
架
空
の
名
前
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
命
名
は
、
韻
文
小
説

と
バ
ラ
ー
ド
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
の
み
に
帰
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
両
女
性
像
の
根
本
的
な
相
違
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
が
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
空
想
の
世

見
に
お
さ
ま
る
、
ロ
シ
ヤ
風
の
女
性
で
あ
る
の
に
対
し
、
タ
チ
ヤ

ー
ナ
は
散
文
的
な
現
実
の
世
界
に
も
相
渉
る
、
は
る
か
に
具
体
的

な
ロ
シ
ヤ
の
女
性
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
皿
占
い
や
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
歌
謡
、
そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
た

る
夢
占
い
の
場
面
は
、
明
ら
か
に
『
ス
ヴ
ヱ
ト
ラ
ー
ナ
』
を
踏
襲
■

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
場
合
に
は
占
い
の
細
部
の

誼
述
が
よ
り
正
確
で
あ
り
、
引
用
さ
れ
る
歌
は
、
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

ー
ナ
』
と
異
な
り
、
改
作
の
手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
プ
ー
シ

キ
ン
は
こ
れ
ら
の
相
違
を
謹
釈
に
よ
っ
て
暗
示
し
て
い
る
。

50
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■

　
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
が
『
ス
ブ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
で
行
っ
た
、
ロ

シ
ャ
の
民
間
の
風
俗
習
慣
や
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
を
作
品
に
取
り
入
れ

る
と
い
う
試
み
は
、
た
し
か
に
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
が
、
墓

場
に
恋
人
を
誘
う
死
者
と
い
う
題
材
の
非
ロ
シ
ヤ
的
性
格
を
カ
バ

i
す
る
だ
け
．
の
カ
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
バ
ヲ
ー
ド
は
感
情
主
義
文
学
の
常
套
的
な
語
彙
を
基
調
に
書

か
れ
て
お
り
、
「
ロ
シ
ヤ
の
バ
ラ
ー
ド
」
と
い
う
副
題
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ロ
シ
ヤ
の
民
衆
的
な
世
界
や
世
界
観
を
体
現
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。

　
そ
れ
は
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
の
不
吉
な
夢
が
、
恋
人
の
帰
遼
と

い
う
意
外
な
決
着
に
よ
っ
て
、
単
な
る
悪
夢
に
す
ぎ
な
い
も
の
に

さ
れ
る
と
い
う
筋
の
展
開
に
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
民

間
風
習
の
ス
ヴ
ヤ
ー
ト
キ
の
夢
占
い
を
信
じ
て
、
そ
れ
を
行
う
ス

ヴ
呈
ト
ラ
ー
ナ
が
、
結
局
、
夢
占
い
の
無
意
味
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
夢
占
い
は
、
夢
を
公
的
に
も
重
ん
じ
、

そ
こ
か
ら
現
実
へ
の
示
唆
を
汲
ん
だ
古
代
の
伝
統
が
次
第
に
廃
れ
、

民
間
風
習
に
辛
う
じ
て
生
き
残
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
『
ス
ヴ

ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
の
結
末
は
、
そ
う
し
た
伝
統
に
根
ざ
し
た
民
衆
的

世
界
観
と
対
立
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
原

作
に
お
い
て
は
、
冒
頭
に
ふ
れ
ら
れ
る
不
吉
な
夢
が
、
内
容
は
不

●

明
な
が
ら
も
凶
事
を
予
告
す
る
性
椿
を
も
っ
て
い
た
。
）

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
は
予
言
的
な
性
椿

を
持
つ
、
意
味
の
あ
る
夢
と
し
て
描
か
れ
、
こ
の
点
に
お
い
て
も

花
嫁
の
泣
き
歌
に
お
け
る
夢
な
ど
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
お
け
る
夢

の
あ
り
方
と
重
な
り
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
タ
チ
ヤ
ー

ナ
自
身
も
夢
の
神
秘
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
愛
読
書
の
夢
占
い
の

本
に
よ
り
、
日
頃
見
る
夢
の
謎
を
探
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
は
作

申
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
第
五
章
の
エ
ビ
グ
ラ
ム
に
引
か
れ
た
『
ス
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ト
ラ
ー
ナ
』
の
中
の
詩
行
、
「
お
お
、
お
ま
え
、
私
の
ス
ヴ
ェ
ト

ラ
ー
ナ
よ
、
こ
の
恐
ろ
し
い
夢
ど
も
を
知
る
こ
と
な
か
れ
」
は
、

原
作
に
お
い
て
は
、
夢
は
偽
り
な
の
だ
か
ら
と
い
う
含
み
を
も
つ

の
で
あ
る
が
、
プ
ー
シ
キ
ン
は
こ
れ
を
全
く
逆
の
意
味
合
い
を
も

た
せ
て
、
つ
ま
り
、
夢
は
予
言
的
な
も
の
な
の
だ
か
ら
と
い
う
意

味
合
い
で
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
は
、

『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
に
典
型
的
に
見
受
け
ら
れ
る
、
ロ
マ
ン
主

義
的
な
フ
才
ー
ク
ロ
ァ
の
導
入
の
限
界
を
見
定
め
た
プ
ー
シ
キ
ン

の
、
批
判
的
表
明
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
象
徴
主
義
の
時
代
の
批
評
家
、
M
・
O
・
ゲ
ル
シ
ェ
ン
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
＾
磐

の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
作
品
に
描
か
れ
た
夢
は
大

伽
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半
が
予
言
的
な
夢
で
あ
る
。
（
『
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
』
に

お
け
る
ル
ス
ラ
ン
の
夢
、
『
ボ
リ
ス
・
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
』
に
お
け
る

グ
リ
ゴ
ー
リ
イ
の
夢
、
『
吹
雪
』
に
お
け
る
マ
リ
ヤ
の
夢
、
『
大
尉

の
娘
』
に
お
け
る
グ
リ
ニ
目
フ
の
夢
等
。
）
ま
た
、
そ
う
で
な
い

場
合
に
も
、
夢
は
そ
れ
を
見
た
当
人
の
意
識
に
何
ら
か
の
作
用
を

及
ぼ
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
（
例
え
ぱ
、
『
葬
儀
屋
』
の

主
人
公
、
陰
気
な
プ
ロ
ー
ホ
ロ
フ
は
、
夢
を
き
っ
か
け
に
陽
気
に

な
る
）
、
無
意
味
な
夢
は
無
い
の
で
あ
る
。

三
　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉

と

ノ、

ラ
ー
ド

『
花
婿
』

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
を
書
く
一
年
ほ
ど
前
に
、

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
世
界
を
バ
ラ
ー
ド
の
ジ
ャ
ン
ル
に
作
品
化
す
る

こ
と
に
成
功
を
お
さ
め
て
い
た
。
そ
れ
は
ベ
リ
ン
ス
キ
イ
に
言
わ

せ
れ
ぱ
、
「
『
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
』
の
千
倍
以
上
も
ロ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
3
〕
　
　
　
　
、

ヤ
の
香
り
と
精
神
に
み
ち
た
止
言
っ
て
よ
い
」
バ
ラ
ー
ド
『
花

婿
』
（
一
八
二
五
年
）
で
あ
る
。

　
こ
の
創
作
体
験
は
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
の
創
作
に
大
い
に
生

か
さ
れ
た
。
『
花
婿
』
は
フ
才
ー
ク
ロ
ァ
を
題
材
に
し
た
作
品
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
題
材
が
〈
タ
チ
ヤ
ー
，
ナ
の
夢
〉

の
内
容
と
あ
る
程
度
ま
で
重
な
り
合
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
『
花
婿
』
の
女
主
人
公
の
名
前
が
、
当
初
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
と

さ
れ
て
い
た
事
実
も
、
両
作
の
関
連
の
深
さ
を
語
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
こ
の
バ
ラ
ー
ド
の
あ
ら
筋
は
1
商
人
の
娘
ナ
タ
ー
シ
ャ
が
三

日
間
、
家
を
空
け
た
末
に
動
転
し
た
様
子
で
帰
宅
す
る
。
そ
れ
か

ら
し
ぱ
ら
く
し
た
あ
る
日
の
こ
と
、
門
前
を
通
り
か
か
づ
た
若
者

が
ナ
タ
ー
シ
ャ
に
目
を
と
め
、
伸
人
を
通
じ
て
求
婚
。
両
親
が
承

諾
し
た
こ
と
を
知
る
と
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
気
を
失
う
。
婚
礼
の
席

で
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
夢
の
形
を
借
り
て
、
花
婿
が
森
に
住
む
盗
賊
の

首
領
で
あ
り
、
自
分
は
そ
の
小
展
の
物
陰
で
、
こ
の
首
領
が
あ
る

娘
の
右
指
を
伐
り
落
と
す
様
を
目
撃
し
た
こ
と
、
花
婿
の
持
っ
て

き
た
指
輪
が
そ
の
娘
の
指
か
ら
抜
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

暴
露
し
、
盗
賊
の
花
婿
は
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
ロ
シ
ヤ
の
バ
ラ
i
ド
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、

ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
ロ
マ
ン
主
義
的
バ
ラ
ー
ド
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ

ー
ナ
』
と
は
異
質
の
作
品
を
め
ざ
し
、
題
材
、
表
現
を
民
衆
の
生

活
に
馴
染
み
の
深
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ

詩
人
の
バ
ラ
ー
ド
に
題
材
を
借
り
た
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
と
は
異

な
り
、
プ
ー
シ
キ
ン
は
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
コ
エ
周
辺
で
自
分
が
耳
に

鵬
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し
た
民
話
を
題
材
に
選
ぴ
、
そ
れ
を
バ
ラ
ー
ド
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

に
再
生
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

　
『
花
婿
』
の
題
材
の
源
を
グ
リ
ム
童
話
の
一
篇
、
『
盗
賊
の
花

婿
』
と
す
る
見
方
は
、
近
年
で
は
論
拠
の
乏
し
さ
を
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
ロ
シ
ヤ
民
話
に
見
受
け
ら
れ
る
『
娘
と
盗
賊
た
ち
』
が
源

と
な
っ
て
い
る
と
見
る
の
が
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
プ
ー
シ

キ
ン
が
乳
母
の
口
か
ら
書
き
と
め
た
前
述
の
民
話
の
な
か
に
は

『
花
婿
』
の
筋
と
共
通
す
る
も
の
は
無
い
。
し
か
し
、
近
年
、
引
・

B
．
イ
ェ
ズ
イ
ー
ト
ワ
が
、
一
九
二
六
年
に
B
・
H
・
チ
ュ
ル
ヌ

イ
シ
ェ
フ
の
採
集
し
た
ミ
ハ
イ
ロ
フ
コ
エ
周
辺
の
民
話
を
検
討
し
、

『
花
婿
』
が
『
娘
と
盗
賊
た
ち
』
（
こ
れ
は
、
前
述
の
〈
森
の
家
〉

を
筋
に
含
む
民
話
の
一
つ
で
あ
る
）
の
民
話
の
プ
ス
コ
フ
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
糾
）

ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
か
ら
全
面
的
に
題
材
を
得
た
可
能
性
を
検
証
し

．
た
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
「
死
者
の
花
婿
」
と
い
う
超
現
実
的
な
主
人
公

と
は
異
な
る
、
「
盗
賊
の
花
婿
」
と
い
う
歴
史
的
・
社
会
的
具
体

性
を
そ
な
え
た
主
人
公
の
登
場
す
る
世
態
民
話
を
題
材
に
選
ぴ
、

仲
人
の
口
き
き
や
婚
礼
の
形
式
な
ど
の
純
ロ
シ
ヤ
的
風
習
を
作
中

に
有
機
的
に
織
り
込
ん
だ
。
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
と
違
っ
て
、

社
会
的
現
実
感
を
そ
な
え
、
民
衆
的
精
神
を
表
現
し
た
こ
の
バ
ラ

■

ー
ド
に
、
プ
ー
シ
キ
ン
は
「
民
衆
的
バ
ラ
ー
ド
」
と
い
う
副
題
を

付
け
て
い
る
。

　
第
二
に
、
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
の
感
情
主

義
的
様
式
性
に
支
配
さ
れ
た
語
彙
や
表
現
を
抑
え
、
話
し
言
葉
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
民
謡
的
表
現
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
、
バ

ラ
ー
ド
の
民
衆
的
性
格
が
体
感
さ
れ
る
作
品
を
め
ざ
し
た
。
こ
の

点
に
関
し
て
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
数
年
前
の
『
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド

ミ
ー
ラ
』
の
創
作
の
場
合
と
同
様
に
、
H
・
A
・
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン

か
ら
強
い
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

　
カ
チ
ェ
i
ニ
ン
は
、
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
感
情
主
義
文
挙
の

様
式
性
の
濃
い
詩
語
に
よ
っ
て
ロ
シ
ヤ
に
移
植
さ
れ
た
ロ
マ
ン
主

義
的
バ
ラ
ー
ド
に
、
敢
然
と
不
満
を
表
明
し
た
最
初
の
詩
人
で
あ

っ
た
。
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
は
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
『
レ
ノ
ー
レ
』
を
ジ
ュ

コ
ー
フ
ス
キ
イ
と
は
異
な
る
方
針
で
翻
案
し
た
バ
ラ
ー
ド
『
オ
リ

轟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ガ
』
を
一
八
一
六
年
に
発
表
し
た
が
、
そ
れ
は
原
作
の
粗
野
な
民

衆
的
塗
言
葉
を
生
か
し
、
民
衆
的
な
精
神
を
伝
え
よ
う
と
す
る
バ

ラ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
ま
た
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
は
題
材
を
ロ
シ
ヤ
の
フ

ォ
ー
ク
ロ
ァ
に
求
め
、
民
衆
の
生
活
を
盛
り
込
ん
だ
バ
ヲ
ー
ド

（
『
森
の
精
』
一
八
ニ
ハ
年
）
の
創
作
も
試
み
て
い
た
。

　
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
当
時
の
文
学

掘
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界
に
あ
っ
て
、
H
・
A
・
ネ
ク
ラ
ー
ソ
フ
の
先
駆
け
と
圭
言
わ
れ

嘉
〕る

、
こ
の
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
の
大
胆
な
試
み
は
、
文
学
的
規
範
の
破

壊
と
し
て
非
難
の
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
が
試

み
た
、
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
と
は
根
本
的
に
方
向
の
異
な
る
国
民

的
な
文
学
の
創
作
は
、
グ
リ
ボ
ェ
ー
ド
フ
等
の
デ
カ
ブ
リ
ズ
ム
の

系
統
の
ロ
マ
ン
主
義
者
達
に
次
第
に
刺
激
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
。
ま
た
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
・
厨
衆
的
言
語
と
民
衆
生
活
の
作
品

へ
の
導
入
と
い
う
面
で
の
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
の
先
駆
的
な
業
綾
を
高

　
　
　
　
　
＾
η
）

く
評
価
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ヲ
ー
ド
『
花
婿
』
の
作
風

に
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
の
影
響
が
及
ん
だ
の
は
不
思
議
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
の
誇
張
気
味
な
民
衆
的
表
現
に
対
し
て
、

プ
ー
シ
キ
ン
は
よ
り
自
然
な
表
現
を
心
が
け
て
い
る
。

　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
に
民
衆
的
塗
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
プ
ー
シ
キ
ン
自
身
が
註
釈
に
よ
り
強
調
し
て
い
る
が
、

そ
の
註
釈
が
付
け
ら
れ
た
詩
行
は
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
民
衆
的
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

ー
ド
『
花
婿
』
の
詩
行
と
半
ぱ
重
複
す
る
詩
行
で
あ
る
。

　
『
花
婿
』
と
〈
タ
チ
ヤ
。
ー
ナ
の
夢
〉
と
の
類
似
点
は
、
ナ
タ
ー

シ
ャ
が
森
の
盗
賊
の
小
屋
に
迷
い
込
み
、
殺
人
を
目
撃
す
る
と
い

う
、
〈
森
の
家
〉
を
含
む
筋
書
に
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
タ

チ
ヤ
ー
ナ
が
オ
ネ
ー
ギ
ン
に
惹
か
れ
て
い
る
の
と
は
反
対
に
・
ナ

タ
ー
シ
ャ
は
盗
賊
の
首
領
に
憎
悪
し
か
抱
い
て
い
な
い
。
自
分
の

意
志
と
は
無
関
係
に
決
め
ら
れ
た
花
婿
の
正
体
を
承
知
し
て
い
る

ナ
タ
ー
シ
ャ
は
、
花
婿
の
仮
面
を
剥
い
で
、
婚
礼
の
成
立
を
阻
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
婚
礼
の
席
上
で
、
花
嫁
の
泣
き
歌

の
夢
と
い
う
形
式
を
逆
手
に
と
っ
て
　
　
未
来
の
主
観
的
予
見
で

あ
る
べ
き
花
嫁
の
夢
に
、
過
去
の
客
観
的
事
実
を
盛
っ
て
ー
儀

礼
を
目
叩
揚
さ
せ
る
か
わ
り
に
破
綻
に
導
く
の
で
あ
る
。

　
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
の
採
集
し
た
『
娘
と
盗
賊
た
ち
』
型
の
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
醐
）

話
の
、
プ
ス
コ
フ
周
辺
に
伝
わ
る
四
つ
の
ブ
ァ
リ
ア
ン
ト
に
は
婚

礼
の
場
面
は
無
く
、
婚
礼
に
お
け
る
泣
き
歌
の
形
式
を
借
り
て
の

花
婿
の
正
体
の
暴
露
と
い
う
構
想
は
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
独
創
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
設
定
に
よ
り
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
の
純

粋
に
民
衆
的
な
知
恵
に
根
ざ
し
た
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
が
、
儀
礼
の
晴
れ

が
ま
し
さ
と
劇
的
効
果
に
つ
つ
ま
れ
て
、
ひ
ど
き
わ
印
象
深
く
発

揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
『
花
婿
』
に
お
い
て
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
『
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
』
で

ジ
ュ
コ
i
フ
ス
キ
イ
が
拓
い
た
、
民
間
儀
礼
や
そ
れ
に
伴
う
歌
謡

を
作
中
に
導
入
す
る
道
を
踏
襲
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

儀
礼
が
ー
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
あ
る
夢
が
1
筋
の
展
開

と
緊
密
に
結
び
つ
き
、
結
末
を
用
意
し
て
い
る
。
一
方
、
ス
ヴ
ェ

秘
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‘

ト
ラ
ー
ナ
の
夢
占
い
の
夢
は
、
結
末
に
対
し
て
無
意
味
で
あ
り
、

筋
の
上
で
宙
に
浮
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
感
情
主
義
的
ロ
マ
ン
主

義
に
染
め
ら
れ
た
ロ
シ
ヤ
風
の
バ
ラ
ー
ド
と
は
異
質
の
、
リ
ァ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ロ
シ
ヤ
の
民
衆
的
バ
ラ
ー
ド
の
創
作
は
、
韻
文
小

説
と
い
う
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
の

創
作
に
、
題
材
、
夢
に
関
し
て
の
思
考
、
民
衆
的
表
現
、
ま
た
創

作
へ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
導
入
と
い
っ
た
一
般
的
問
題
等
、
多
く

の
局
面
で
直
接
間
接
に
影
響
を
及
ぽ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
四
　
結
び

　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
は
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
と
い
う
女
主
人
公
の

最
も
内
密
の
世
界
を
、
そ
の
個
性
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
形
式
で
表

現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
静
的
な
外
見
の
下
に
深
い
内
面
性
を

秘
め
る
こ
の
女
主
人
公
の
魅
力
－
こ
の
魅
カ
は
雪
に
お
お
わ
れ

た
ロ
シ
ヤ
の
冬
景
色
の
魅
カ
に
通
じ
よ
う
ー
が
、
夢
と
い
う
、

静
的
な
、
内
面
世
界
の
解
放
さ
れ
る
場
に
お
い
て
、
最
も
生
彩
を

放
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
夢
〉
は
、
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ

の
手
紙
〉
の
よ
う
に
言
語
化
と
記
述
の
過
程
で
意
識
化
さ
れ
た
内

面
世
界
と
は
異
な
る
混
沌
と
し
た
無
意
識
の
深
層
を
、
イ
メ
ー
ジ

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
情
念
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
〈
夢
〉
の
複
雑

在
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
は
筆
者
の
力
の
及
ぱ
ぬ
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
〈
夢
〉
が
照
ら
し
だ
し
て
い
る
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
心
の

深
層
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
第
一
に
、
〈
夢
〉
は
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
オ
ネ
ー
ギ
ン
に
対
す
る
恋

愛
感
情
の
根
の
深
さ
を
語
り
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
意
識
に
上
ら
な
い

践
腱
と
し
た
エ
ロ
テ
ィ
ヅ
ク
な
情
動
を
も
明
る
み
に
出
し
て
い
る
。

〈
手
紙
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
高
遜
な
精
神
性
に
お
い
て
際
立
つ

タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
恋
愛
感
情
が
、
〈
夢
〉
に
お
い
て
菅
能
的
な
根
源

を
補
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
〈
夢
〉
は
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
心
の
深
層
に
フ
ォ
ー
ク
ロ

ァ
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
、
タ
チ
ヤ
ー
ナ
が
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が

太
古
か
ら
伝
え
て
き
た
ロ
シ
ア
の
民
衆
の
美
意
識
や
世
界
観
を
共

有
す
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
も
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
タ
チ
ヤ

ー
ナ
が
「
心
底
か
ら
の
ロ
シ
ヤ
娘
」
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
の
夢
と

い
う
形
式
は
、
そ
の
個
性
の
魅
カ
が
最
大
眼
に
発
揮
さ
れ
る
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ぱ
、
『
戦
争
と
平
和
』

の
女
主
人
公
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
ロ
ス
ト
ワ
と
い
う
生
命
の
輝
き
に
み

ち
た
、
や
は
り
根
っ
か
ら
の
ロ
シ
ヤ
娘
の
動
的
な
魅
カ
が
、
狩
り

場
で
の
民
衆
的
な
踊
り
と
い
う
形
式
に
お
い
て
最
も
鮮
か
に
発
揮

蛎
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さ
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
は
、
作
品
全
体
の
申
で
ど
の
よ
う
な
意

味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
〈
タ
テ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
は
、
リ
ァ
リ
ズ
ム
を
基
調
に
経
験
的
な

昼
の
世
界
が
描
か
れ
た
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
と
い
う
作
品
の
中
間
に
、

全
体
の
色
調
と
鋭
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
呈
す
る
、
象
徴
的
表
現
に

依
拠
す
る
夜
の
世
界
を
導
入
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
〈
夢
〉

は
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
無
意
識
に
映
じ
た
、
昼
の
世
界
に
お
け
る
オ
ネ

ー
ギ
ン
と
の
体
験
の
過
去
と
未
来
と
を
、
夢
と
い
う
神
秘
な
凝
縮

法
に
よ
っ
て
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の
〈
夢
〉
を
通
り
抜
け
た
先
の

昼
の
現
実
世
界
に
お
け
る
物
語
の
展
開
は
、
こ
の
〈
夢
〉
を
振
り

返
ら
せ
、
読
者
は
タ
チ
ヤ
ー
ナ
と
と
も
に
、
夢
の
、
夜
の
世
界
と
、

昼
の
現
実
世
界
と
の
複
雑
な
照
応
関
係
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
生
の

全
体
性
に
恩
い
を
凝
ら
す
よ
う
に
し
む
け
ら
れ
る
。
〈
タ
チ
ヤ
ー

ナ
の
夢
〉
は
そ
の
よ
う
な
形
に
お
い
て
作
品
世
界
の
奥
行
を
著
し

く
深
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
プ
ー
シ
キ
ン
は
、
ロ
マ
ン
主
義
文
学
に
想
像
カ
を
刺
激
さ
れ
、

フ
才
ー
ク
ロ
ア
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
な
が
ら
堀
り
下
げ
た
、
人
間

存
在
の
神
秘
的
、
非
合
理
的
領
域
と
い
う
豊
饒
な
愚
惑
的
な
世
界

を
、
リ
ァ
リ
ズ
ム
を
基
調
と
す
る
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
の
小
説
世
界

に
お
い
て
、
〈
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
夢
〉
に
封
じ
込
め
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
八
章
5
0
連

　
（
2
）
　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
五
章
1
1
～
2
1
連
。
作
晶
は
当
初
の
計
函
で

　
　
は
、
九
章
か
ら
成
り
、
〈
夢
V
の
合
ま
れ
る
第
五
章
が
中
間
部
と
な

　
　
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
（
3
）
　
『
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ヲ
』
の
ブ
ロ
ロ
ー
グ

　
（
4
）
　
〈
O
＝
o
o
国
o
℃
美
何
＝
匡
o
　
＝
o
　
宍
で
＝
H
宝
宍
＝
v
　
（
コ
k
冒
尻
彗
一
　
＞
．
　
O
．

　
コ
O
自
＝
O
①
　
O
O
α
寝
…
δ
　
O
O
’
＝
匡
O
＝
宝
ヰ
ー
；
．
H
－
×
く
H
．
Σ
ω
ト
．
＞
工

　
O
O
0
3
崖
ミ
ー
お
）
以
下
こ
れ
を
大
全
集
と
記
す
。
■
旨
一
〇
老
．

　
H
阜
N

　
（
5
）
　
『
坊
主
と
そ
の
下
男
バ
ル
ダ
の
話
』
（
一
八
三
〇
年
）
、
『
サ
ル
タ

　
　
ン
王
の
話
』
（
一
八
三
一
年
）
『
死
ん
だ
王
女
と
七
人
の
勇
士
の
話
』

　
（
一
八
三
三
年
）

　
（
6
）
　
一
八
三
一
年
末
か
ら
三
二
年
初
頭
に
書
か
れ
た
草
案
く
コ
畠
＝

　
s
胃
竃
o
0
k
o
賃
崖
x
目
g
…
与
（
大
金
集
↓
・
旨
。
昌
勺
．
8
o
。
）
が

　
そ
れ
で
あ
る
。

　
（
7
）
　
〈
匝
8
君
美
畠
＝
①
＝
里
O
畠
亭
δ
、
、
＞
H
窒
窒
、
．
〉
大
金
集
↓
。
H
H
・

　
o
｛
‘
s

　
（
8
）
　
〈
O
雷
o
o
ト
＝
o
昌
；
宙
自
；
完
o
胃
k
勺
①
v
大
全
集
F
旨
・
胃
ヲ

　
阜
o

　
（
9
）
　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
二
章
肌
連

　
（
1
0
）
　
O
－
工
一
「
o
o
’
匡
＝
苧
O
号
o
自
『
宍
自
o
℃
雪
ω
彗
o
．
、
両
署
何
＝
呂
国
O
＝
o
冨
＝
與
，
、

　
（
O
自
o
団
邑
＝
o
戻
呂
①
　
自
昌
↓
o
勺
団
↓
k
o
匡
　
宝
　
号
o
自
『
宍
自
o
－
〕
1
，
k
o
o
宍
呂
莇
　
号
O
－

　
亭
雪
8
×
く
H
H
H
一
岩
N
O
〇
一
）
O
｛
一
～
O
O

56
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（
u
）
　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
二
章
2
5
連

（
1
2
）
　
『
才
ネ
ー
ギ
ン
』
第
五
章
4
連

（
1
3
）
　
大
全
築
ド
9
o
ゼ
、
㎞
ま

（
皿
）
　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
三
章
4
0
連

（
∬
）
　
こ
れ
は
後
に
叙
事
詩
『
コ
回
ム
ナ
の
家
』
（
一
八
…
○
年
）
に

　
導
入
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
1
6
）
団
1
■
ξ
o
…
．
§
・
暑
重
o
臭
昌
①
彗
o
…
呂
…
9
雪
齪

　
o
－
＾
胆
ω
－
＾
宝
1
　
］
．
o
卓
α

（
〃
）
　
乱
　
謹
肛
①
参
照
s
p
簑

　
　
　
　
　
h
δ
1
芦
き
…
竃
．
i
畠
畠
＞
．
O
‘
身
具
…
凹
、
。
冒
－

　
　
鶉
＝
雪
ヰ
O
＝
雪
宮
＝
、
、
宍
o
；
童
何
＝
畠
i
雪
齪
－
岩
o
o
o
．
o
↓
o
1
N
N
o

（
1
8
）
乱
『
．
＞
1
～
香
回
臭
葦
ξ
具
…
宝
・
毛
α
鳥
姜
；
o
彗
．

　
　
胃
畠
尭
臭
o
『
o
〔
畠
畠
．
－
8
N
1
s
p
N
旨

　
　
　
　
　
h
＞
』
．
9
畠
…
戻
鼻
き
碧
↓
o
？
畠
O
ξ
E
竃
雷
・
岩
婁

　
　
○
岩
．
ω
蟹

　
　
　
　
　
㌫
　
＞
’
員
．
O
o
緕
彗
o
＝
o
国
ー
コ
k
昌
宍
；
声
（
、
k
o
臭
富
自
国
↓
｛
苧

　
　
・
宅
二
曾
亭
彗
O
i
』
毛
§
目
昌
畠
…
O
曽
曽
二
H
慧
・
）
筥
マ

　
　
H
o
0
N

（
”
）
　
N
・
ク
ラ
フ
ッ
ォ
フ
編
・
中
田
甫
訳
「
口
承
文
芸
　
　
ロ
シ

　
　
ヤ
」
（
昭
和
五
十
四
年
）
8
9
ぺ
ー
ジ

（
2
0
）
　
｝
O
．
「
．
天
o
｝
「
自
o
団
．
O
国
雪
匝
o
自
国
ス
與
　
団
〔
団
国
ト
①
α
＝
o
辞
目
o
ω
ω
呂
；
・

（
ξ
宕
義
嚢
…
二
潟
ト
・
量
．
睾
冥
昌
：
違
…
；
冒
－

．
　
④
H
＝
’
何
〔
宍
o
『
o
　
↓
団
o
i
‘
伺
o
↓
団
国
．
　
H
o
o
o
－
■
）
　
o
↓
、
1
　
－
o
o

（
2
1
）
　
注
⑱
h
参
照
o
宅
．
旨
N

（
2
2
）
　
注
⑯
参
照
〔
｛
．
ミ
ー
ま

（
2
3
）
（
2
4
）
　
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
第
三
章
1
2
連

（
2
5
）
　
A
・
タ
ル
ホ
ー
フ
は
、
マ
チ
ュ
ー
リ
ン
の
『
放
浪
者
メ
ル
モ

　
　
ス
』
に
お
け
る
イ
シ
ド
ラ
と
メ
ル
モ
ス
の
婚
礼
の
場
面
、
ノ
デ
ィ
エ

　
　
の
『
ジ
十
ン
・
ス
ボ
ガ
ー
ル
』
．
に
お
け
る
ア
ン
ト
ニ
ァ
の
夢
、
ポ
リ

　
　
ド
ー
リ
の
『
吸
血
鬼
』
に
お
け
る
ル
ス
ヴ
ン
の
動
作
と
の
類
似
を
指

　
　
摘
し
て
い
る
。

　
　
（
、
両
胃
何
＝
宝
頸
O
＝
宵
宝
＝
、
、
一
i
o
…
団
＝
団
8
雪
窒
x
・
這
S
k
戸
S
団
H
『
宮

　
畠
　
宍
o
窒
雪
冊
＝
↓
．
＞
．
一
「
凹
o
■
o
団
芭
■
　
H
0
0
0
o
）
　
o
↓
o
．
　
N
伽
α

（
2
6
）
　
注
m
h
参
照
o
｛
■
ミ
N

（
2
7
）
　
な
お
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
は
一
八
三
一
年
に
も
う
一
度
、
今
度

　
　
は
原
作
に
忠
実
に
『
レ
ノ
ー
レ
』
を
翻
訳
し
て
い
る
。

（
2
8
）
　
こ
の
パ
ラ
ー
ド
は
ジ
＾
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
恋
人
で
あ
っ
た
マ
リ

　
　
ャ
・
ヴ
ォ
ェ
イ
コ
ワ
の
姉
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
結
婚
の
祝
い
と
し

　
　
て
猷
呈
さ
れ
た
。
（
困
、
＞
。
美
｝
宍
o
｝
o
宍
宝
藺
。
o
o
α
i
四
＝
国
①
o
o
‘
昌
＝
o
＝
国
頸

　
　
回
　
阜
1
■
　
↓
O
≡
凹
共
．
　
H
O
㎞
O
．
　
H
■
　
N
．
　
O
↓
O
．
　
壮
伽
ω
）

（
2
9
）
　
当
時
の
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
は
、
聖
者
名
か
ら
名
前
を
取
る
の
が

　
　
習
い
で
あ
っ
た
。

（
3
0
）
　
注
㎝
h
参
照
3
p
畠
N

（
3
1
）
　
注
肛
①
参
照
S
P
曽

（
3
2
）
　
』
≦
．
0
1
「
耐
o
目
巾
＝
ω
o
＝
－
O
＝
匡
コ
k
E
宍
＝
＝
顯
1
（
O
↓
凹
↓
『
匡
o
＝
k
・

　
　
目
弄
国
＝
耐
一
岩
塞
）
s
勺
一
H
昌

（
3
3
）
団
’
「
1
団
昌
…
員
鼻
コ
o
畠
8
8
暑
凹
竃
而
o
畠
…
窪
鼻
↓
・

　
　
N
．
5
a
．
o
岩
ー
む
ω

卯
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（
3
4
）
　
i
・
甲
＝
鶉
｝
；
↓
o
墨
．
〈
美
o
＝
＝
宍
v
（
O
↓
量
■
o
畠
o
o
空
国
曽
－
一
｝
目
－

　
戻
宮
＝
o
　
］
I
o
0
N
O
l
H
O
o
ω
o
1
共
　
『
O
貞
O
団
■
］
．
O
N
企
）
　
o
↓
i
．
与
0
1
－
企
H

（
お
）
　
カ
チ
呈
ー
ニ
ン
の
翻
案
は
、
ポ
ル
タ
ワ
の
戦
い
の
後
の
回
シ
ヤ

　
　
に
舞
台
を
設
定
し
て
い
る
が
、
筋
は
原
作
に
忠
実
で
あ
る
。

　
（
目
・
＞
・
ス
団
H
何
＝
＝
声
＝
O
α
勺
曽
窒
匡
他
目
勺
O
雪
ω
団
O
員
而
＝
宝
茗
■
H
O
①
伽
．
〔
↓
？

　
胃
）

（
狛
）
　
｝
o
・
工
・
↓
匡
＝
由
＝
o
団
．
＞
i
一
凹
＝
0
H
匡
　
国
　
コ
k
E
需
雪
声
　
（
コ
k
目
天
≡
－

　
国
　
o
『
o
〔
o
団
o
耐
雪
o
＝
＝
国
尻
匡
．
　
H
岨
ひ
旧
）
　
o
↓
勺
．
阜
㎞

（
η
）
　
プ
ー
シ
キ
ン
は
カ
チ
ェ
ー
ニ
ン
の
作
品
集
刊
行
に
協
力
し
、
一

　
八
三
三
年
に
雑
誌
に
紹
介
文
を
書
い
て
い
る
。
〈
o
畠
…
窒
轟
雷

　
冨
肩
9
ト
匡
国
S
妻
異
コ
畠
畠
天
胃
O
…
；
V
（
犬
全
集
↓
。
－

　
o
↓
o
■
　
N
N
o
）

（
3
8
）
　
当
δ
ト
o
雰
芭
■
重
o
自
回
『
母
ミ
o
註
h
丙
s
饒
§
o
ミ
一
（
〈
タ
チ
ヤ
i
ナ
の

　
夢
〉
第
五
章
〃
連
）

　
　
　
　
　
巾
員
婁
『
〔
き
冒
k
毛
臭
ミ
§
ぎ
ミ
盲
島
§
§
－
・
－
（
『
花
婿
』
）

（
3
9
）
　
O
罧
凹
昌
｛
呂
＝
自
⑭
『
耐
＝
ト
匡
目
k
目
豪
宝
＝
O
｛
＝
一
　
童
o
o
↓
－
ω
o
目
＝
〔
宝
　
二
団

亮
§
〆
雷
9
套
空
雪
・
雪
O
昌
£
昌
畠
董
彗
O
畠
－
彗
毛
亭

　
冒
o
＝
ト
o
匡
H
凹
＞
＝
O
O
O
i
因
1
＝
－
工
而
筥
亭
－
E
而
墨
．
－
o
㎞
o
．
四
つ
の
ヴ

　
　
7
リ
ア
ン
ト
は
、
オ
O
’
H
．
オ
〇
一
α
一
2
9
0
．
2
0
－
α
｝
．
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
講
師
）
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